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橋梁工学の魅力を模型製作で探る

社会環境工学科 4年 太田光

担当教員 葛西昭

1. はじめに

橋梁は， 人や物を迅速かつ快適に移動させる社会

基盤の一つで、ある。 吊り橋や斜張橋といった長大橋

からア ーチ橋、 ラーメン橋、 トラス橋などと数多く

あり多岐に渡る。 私たち熊本大学生が住む熊本にも
通潤橋や天草五橋などの数多くの種類の橋梁があり、
人や物の交通を手助けするとともに熊本に人を集客

する観光物になっている。
橋梁工学を学ぶ者にとって橋梁を知り理解するに

は実際に現場での教育というものが必要不可欠であ
る。 しかし、 現状の教育では実際に現場での教育と

いうものは難しい状況にある。 構造力学、 構造工学
で橋梁を学ぶ機会はそれらが実社会でどのように役
立つのか分からない状況にもある。 そこで、 今回本
助成金への申請及び日本鋼橋模型製作コンペティシ
ヨン(JapanSteel Bridge Competition (]SBC)) 2013

としづ学生がチー ムとなり橋梁模型の設計、 製作と

架設を行い、 模型を架設、 構造、 美観、 総合の4部
門により評価し競い合う大会の開催があったので以

下のこと、

・実際に製作して橋梁を学ぶ
．問題解決力及び工学的知識の応用力を養う
・ものづくりの真の楽しさを経験する

・学生の協調性、 チー ムとしての力を育む

これらを目的とした。
Japan Steel Bridge Competitionは2010年より

開催されており昨年度で第4回大会を迎えます。 今
回はこのJSBC2013に学部2、 3年生の有志を集めて

構造力学メンバ ーを中心としてチー ムを作った。

2. チ ームの編成

4月より勧誘ポスタ ー （図 1）を貼り、参加人数を増
やし全国大会に向けてチー ムを結成した。 図2 に今
回のプロジェクトの計画図をのせる。 チー ム名は，
参加することを決めたメンバーの中で、話し合い 3

「進

撃の橋人Jとし、 チー ムでオリジナノレのポロシャツ

を作り団結力を高めた。

ロ続殺が好き
ロものづくりや設計！こ興味がある
ロ解析してみたい
ロ夏休みを有意畿なものにしたい
ロ研究室の雰囲気を妹わってみたい
ロ他大学のき学生と交流したい，ー. etc
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図1勧誘ポスタ ー
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図2.今回のプロジェクトの計画図

3. 模型の設計と製作及び載荷試験
3. 1. 模型のデザイン

まず、今回のJSBC2013の大会概要を簡単に述べる

と
・模型のスケ ー／レ スパン4m， 高さ 0. 3m, rl1高0. 5m 

・架設人数 最大6名
・審査項目 架設時間， たわみ（6.6mmを目標値）

美観， プレゼンテ ーション， 重量

136 














